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1969 年生まれ。東京都立大学経

済学部卒業。外資系ＩＴ企業、

ＮＥＣ、日本ＩＢＭなどを経て

三橋貴明診断士事務所（現経世

論研究所）を設立。2007 年『本

当はヤバイ！　韓国経済』（彩図

社）がベストセラーとなり、以後、

意欲的に新著を発表。雑誌への

連載・寄稿、各種メディアへの

出演多数。

骨
太
の
方
針
２
０
２
６

112

だ
」と
、
２
０
０
１
年
に
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
目
標
が
導
入
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

結
果
的
に
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
に
必
要
な
十
分
な
財

政
政
策
が
不
可
能
に
な
っ
た
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
Ｐ
Ｂ
黒
字

化
を
追
求
す
る
日
本
政
府
は
増
税
を
繰
り
返
す
羽
目
に

な
り
、
デ
フ
レ
が
深
刻
化
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
の
マ

イ
ナ
ス
が
続
き
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
落
ち
込
み
、
政

府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
が
上
昇
し
、
そ
れ
を
理
由
に
、「
や

は
り
、
早
期
の
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
が
必
要
だ
」と
い
う
、
亡
国
の

議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
の
が
わ
が
国
で
あ
る
。

　

特
に
、
Ｐ
Ｂ
に
つ
い
て「
単
年
度
管
理
」さ
れ
た
の
が
最

悪
だ
っ
た
。毎
年
、
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
を
目
指
し
た
緊
縮
財
政

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
次
安
倍
政
権
発
足

以
降
、
財
務
省
は
Ｐ
Ｂ
に
つ
い
て
明
確
に「
単
年
度
の
財

政
削
減
目
標
」と
位
置
付
け
た
の
だ
。例
え
ば
、
２
０
１
３

年
、
安
倍
政
権
下
の
骨
太
の
方
針
で
、
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
目
標

に
つ
い
て「
20
年
度
ま
で
に
黒
字
化
」と
定
め
ら
れ
た
。さ

ら
に
は
、
18
年
に「
25
年
度
ま
で
の
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
」に
目
標

が
修
正
さ
れ
る
。

　

グ
ラ
フ
の
通
り
、
日
本
政
府（
実
際
に
は
財
務
省
）は
骨

太
の
方
針
に
従
い
、
着
実
に
Ｐ
Ｂ
赤
字
を
減
ら
し
て
い
っ

た
。結
果
的
に
、
日
本
の
デ
フ
レ
は
継
続
し
た
。20
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策
と
し
て
、
Ｐ
Ｂ
赤
字
が
50
兆
円
に
膨

ら
ん
だ
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
25
年
度
黒
字
化
の
目

標
は
変
わ
ら
ず
、
財
務
省
は
着
実
に
毎
年
度
、
赤
字
を
削

減
し
て
い
っ
た
。

　

Ｐ
Ｂ
黒
字
化
目
標
が
存
在
す
る
限
り
、
財
務
省
は
、「
●

●
年
度
ま
で
に
Ｐ
Ｂ
を
黒
字
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

骨
太
の
方
針
２
０
２
６
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。最
も
重

要
な「
財
政
目
標
」に
つ
い
て
は
、ど
う
な
る
の
か
。

　

財
政
運
営
の
目
標
と
し
て
は
、
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

率
の
安
定
的
な
低
下
が「
中
核
」と
位
置
付
け
ら
れ
た
。プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス（
基
礎
的
財
政
収
支
、
以
下
Ｐ
Ｂ
）

に
つ
い
て
は
、
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
の
低
下
に
向
け

「
核
に
す
る
指
標
」と
さ
れ
、
比
率
の
安
定
的
低
下
と
整
合

す
る
よ
う
に「
複
数
年
で
管
理
」さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
自
国
通
貨
建
て
国
債
し
か
発
行
し
て
い
な

い
国
に
お
い
て
、
政
府
の
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
に
そ
れ
ほ

ど
意
味
は
な
い
。理
由
は
、
中
央
銀
行
が
国
債
を
買
い
取

れ
ば
、
自
国
通
貨
建
て
国
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト（
債
務
不
履

行
）な
ど
あ
り
得
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
の
安
定
と
い
う
指
標
は
ナ
ン
セ

ン
ス
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
上
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
標
準
に

従
い
、
財
政
規
律
と
し
て「
政
府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
の

安
定
」を
採
用
し
た
と
し
よ
う（
日
本
は
採
用
し
た
）。

　

１
９
９
７
年
の
橋
本
緊
縮
財
政
で
日
本
経
済
が
デ
フ

レ
化
し
た
時
期
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ（
物
価
変
動
率
）が

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
ゼ
ロ
近
辺

（
時
に
マ
イ
ナ
ス
）に
沈
ん
だ
。す
る
と
、
国
債
金
利
が
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
上
回
っ
て
し
ま
い
、「
こ
の
状
況
で

政
府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
を
引
き
下
げ
る
に
は
、
政
府
債

務
残
高
を
減
ら
す
し
か
な
い
。
Ｐ
Ｂ
の
黒
字
化
が
必
要

残
り
期
間
は
■
年
で
あ
る
た
め
、毎
年
度
、▲
▲
兆
円
、Ｐ

Ｂ
赤
字
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
」と
、
主
張
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
毎
年
の
予
算
策
定
時
に
、
財
政
を
縛
る

こ
と
に
な
る
。何
し
ろ
、
骨
太
の
方
針
は「
閣
議
決
定
」さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

骨
太
の
方
針
２
０
２
６
に
よ
り
、
よ
う
や
く
財
務
省

の「
単
年
度
の
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
目
標
」が
無
く
な
る
こ
と
に
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な
っ
た
。ま
た
、
財
政
規
律
の
目
標
に
つ
い
て
、
政
府
総

債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
が「
中
核
」と
さ
れ
た
影
響
は
大
き

い
。理
由
は
、
現
在
の
日
本
が
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が（
実
質
が
成
長
し
な
く
と
も
）膨
ら
む
状
況
に

な
っ
て
い
る
た
め
だ
。

　

現
在
の
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
は
３
％
を
上
回

る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。結
果
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
成
長
を

続
け
て
い
る
。名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
３
％
を
超
す
成
長
を
続
け

る
と
な
る
と
、「
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率　

国
債
金
利
」と
な

る
た
め
、
政
府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
下
落
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

無
論
、
国
債
金
利
が
上
昇
す
れ
ば
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
を
上
回
る
可
能
性
は
あ
る
。と
は
い
え
、
国
債
金
利
は
、

日
本
銀
行
が「
国
債
買
入
額
」を
増
額
に
転
じ
れ
ば
、
下

が
っ
て
い
く
。現
在
の
日
本
銀
行
は
金
利
調
整
の
た
め
、

国
債
の
買
入
額
を
減
ら
し
て
い
る
の
だ
。27
年
４
月
に
国

債
買
入
減
額
は
終
了
す
る
が
、
国
債
金
利
上
昇
が「
問
題
」

だ
と
い
う
な
ら
ば
、
減
額
終
了
の
時
期
を
早
め
れ
ば
済
む

話
で
あ
る
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
よ
ほ
ど
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
イ
ナ
ス
成

長
に
な
ら
な
い
限
り
、「
中
核
」の
総
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
率
の
低
下
は「
達
成
さ
れ
る
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。Ｐ

Ｂ
黒
字
化
目
標
は「
事
実
上
、廃
止
」と
な
る
わ
け
だ
。

　

も
っ
と
も
、
財
務
省
は
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
目
標
が
実
質
的
に

無
効
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
緊
縮
財

政
を
推
進
し
て
く
る
だ
ろ
う
。理
由
は
、
彼
ら
の「
出
世
」

が
か
か
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

＜


